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Ha rd i s o n，20 0 3；Magnu s o n，Yamada，& 
Tohkura，1995；Sadaka & McQueen，2013）．例えば，
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/b/ または /p/ で始まる16の英単語の知覚実験を行
い，話者間のバリエーションの影響を検討している．




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Barcroft & Sommers （2005）  の実験 2 では，英語を
母語とする大学生60名を対象に，スペイン語名詞24語
の学習課題を実施した．各単語は計 6 回提示されるが，
参加者は 8 単語ずつを， 1 名の音声を 6 回聞く （ 1 名
の音声条件）， 3 名の音声を 2 回ずつ聞く （ 3 名の音








































実験 2 は実験 1 と同様の手順だが，「 1 名の音声」
条件はなく，「 4 名の音声」のみを使用した．実験 2
は直接バリエーションの効果を検討したわけではな
く，刺激の提示方法の違いによる影響を比較したもの




































ボ イ ス タ イ プ の バ リ エ ー シ ョ ン に 関 し て は，
Barcroft （2001），Barcroft & Sommers （2005）  の実
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理 解 へ の 影 響 ―Involvement  load仮 説 の“ 検 索 
（Search） ”の効果を検証する―」『第二言語としての
日本語の習得研究』13, 95-113.
